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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

４
月
17
日
に
予
定
し
て
い
た
定
時
総

会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の

観
点
か
ら
、
「
書
面
表
決
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。(

３
月
号
で
紹
介)

４
月
９
日
の
新
旧
部
長
会
で
審
議
承

認
さ
れ
た
「
定
時
総
会
議
案
書
」
を
会

則
に
定
め
る
総
会
構
成
員
３
４
６
名
に

配
布
し
ま
し
た
。

締
切
日
の
４
月
17
日
ま
で
に
３
０
２

名
よ
り
「
書
面
表
決
書
」
が
提
出
さ
れ
、

総
会
成
立
条
件
の
過
半
数
を
得
て
、
総

会
は
成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
選
挙
管
理
委
員
会
は

４
月
18
日
に
書
面
表
決
書
の
賛
成
・
反

対
の
集
計
お
よ
び
第
５
地
区
副
会
長
選

挙
の
投
票
集
計
を
公
正
な
第
三
者
と
し

て
清
和
台
公
民
館
長
の
立
ち
会
い
の
も

と
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
、
報
告
事
項
お
よ
び
次
に
示
し

ま
す
第
５
地
区
副
会
長
選
挙
以
外
の
議

案
事
項
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。副

会
長
選
挙
の
結
果
は
、
有
効
投
票

２
１
７
名
の
う
ち
、
１
７
２
名
を
獲
得

さ
れ
た
黒
宮
晴
留
美
候
補
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
及
び
議
案
の
詳
し
く
は
、
今
号

と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
「
定
時
総
会
決

定
事
項
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

第
23
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ定

期
総
会

清
和
台
地
区
自
主
防
災
会
総
会

４
月
24
日
、
各
々
総
会
を
「
書
面
表

決
」
で
行
い
、
締
切
日
ま
で
に
構
成
員

の
半
数
を
超
え
る
「
書
面
表
決
書
」
の

提
出
が
あ
り
、
議
案
す
べ
て
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。第

２
地
区
担
当関

口

肇

前
年
度
の
理
事
、
安
全
部
長
に
引
き

続
き
、
今
年
度
副
会
長
に
選
任
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
区
は
西
１
・
２
丁
目
の

第
２
地
区
、
事
業
部
は
安
全
部
と
会
館

運
営
部
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

こ
の
選
択
の
正
否
は
今
後
２
年
か
け

て
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

人
生
一
度
き
り
、
後
悔
を
残
さ
ぬ
よ
う

責
任
を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
す
。
そ

し
て
当
自
治
会
に
と
り
持
続
可
能
な
成

果
を
創
れ
れ
ば
本
望
で
す
。

「
一
知
半
解
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第
５
地
区
担
当

黒
宮

晴
留
美

主
人
の
定
年
退
職
を
機
に
、
大
阪
の

門
真
市
か
ら
清
和
台
に
移
り
住
み
ま
し

て
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
緑
も
多
く
て
四
季
折
々
に

花
が
咲
き
、
小
鳥
た
ち
の
声
で
目
が
覚

め
る
ほ
ど
環
境
が
良
く
、
清
和
台
に
引
っ

越
し
て
来
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
い
つ
も

二
人
で
話
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
副
会
長
と
い
う
責
務
を
負

う
事
に
な
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
未
熟
な
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で

今
年
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

第
51
回

定
時
総
会

副
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て



♳　６月度 資源回収カレンダー
新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ ２・16日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ 10・24日

Ｂ2 西４、西５ ３・17日

Ｃ 東１、東２-３・４ 13・27日

D 東２-１・２、東３ 11・25日

Ｅ 東４、東５ ４・18日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM 10・24日

　※ 市の回収日ではなく、自治会の回収日に

　　 集積場所に出してください

ブロック・地番名

役
員
会
だ
よ
り
（
４
３
７
号
）

開
催

４
月
24
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
第
51
回
定
時
総
会
関
係
（
１
面
及
び

添
付
総
会
決
定
事
項
参
照
）

・
５
月
の
会
議
日
程

７
日(

土)

部
長
会

15
日(

日)

役
員
会

・
５
月
の
行
事
予
定

15
日(

日)

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

（
詳
細
は
回
覧
参
照
）

22
日(

日)

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

（
既
報
・
掲
示
ポ
ス
タ
ー
参
照
）

・
資
源
回
収
事
業
に
つ
い
て

（
下
欄
参
照
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
自
主
防
災
会

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
３
月
部
長
会
、
役
員
会
、
新
理
事
分

担
内
定
会
の
準
備
、
進
行

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
３
１
６

号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

・
広
報
板
管
理

（
環
境
部
）

・
各
公
園
管
理

・
資
源
回
収
事
業

３
月
度

41
・
４
ト
ン
（
前
年
比
97
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
３
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件

新
生
児
誕
生

２
件

お
悔
み

５
件

・
３
月
献
血
活
動
（
４
月
既
報
）

（
文
教
部
）

・
の
ぼ
り
、
横
断
幕
点
検

異
常
な
し

（
体
育
部
）

・
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
（
上
欄
参
照
）

（
安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
点
検

・
交
番
だ
よ
り

交
通(
人
身)

事
故

２
件

東
４
市
道

追
突

車
と
車

東
１
市
道

車
と
自
転
車

刑
法
犯
罪

２
件

オ
ー
ト
バ
イ
盗

東
４

車
両
損
傷

東
５

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館
点
検
実
施

机
、
備
品
等
の
破
損
修
理

施
錠
忘
れ
、
換
気
扇
消
し
忘
れ

利
用
者
に
注
意
喚
起
す
る

・
会
館
清
掃
担
当
者
に
「
清
掃
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
も
と
に
説
明
会
実
施

環
境
部

メ
ー
カ
ー
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
が

原
因
で
、
材
料
や
機
械
部
品
不
足
の
た

め
生
産
が
遅
れ
、
受
注
後
約
３
ヵ
月
後

の
納
品
に
な
る
と
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
に
は
ご
迷
惑
か
け
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

４
月
１
日
よ
り
ゴ
ミ
収
集
日
が
変
更

に
な
り
、
皆
さ
ん
、
ま
だ
市
が
配
布
し

た
「
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
一
覧
表
」

を
確
認
し
な
が
ら
出
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

４
月
以
降
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

見
る
と
、
多
く
の
紙
や
布
資
源
が
市
の

収
集
日
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
ご
み
収
集
に
出
さ
れ
る
と
、
無

駄
に
市
の
予
算(
税
金)

を
使
っ
て
焼
却
、

埋
め
立
て
が
な
さ
れ
ま
す
。

自
治
会
が
実
施
し
て
い
る
資
源
回
収

事
業
に
出
さ
れ
る
と
、
回
収
業
者
か
ら

の
買
取
額
と
市
か
ら
の
報
奨
金
が
、
年

約
２
２
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

自
治
会
で
は
、
そ
の
資
金
で
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
、
維
持
管
理
、
公
園
草

刈
り
、
会
員
皆
さ
ん
へ
の
ゴ
ミ
袋
配
布

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
子

ど
も
達
の
た
め
有
意
義
に
使
用
さ
れ

ま
す
。

皆
さ
ん
、
資
源
ご
み
を
出
さ
れ
る
時

は
、
是
非
自
治
会
が
行
っ
て
い
る
資
源

回
収
日
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

せいわだいにゅ～す 令和４年５月１５日（２）

資
源
回
収
に
ご
協
力
を
!!

新
入
会
員

４
月
度

４
名

エ
コ
バ
ッ
グ

(

ゴ
ミ
ネ
ッ
ト
バ
ッ
グ)

に
つ
い
て



総
務
部

大
森

真
美

清
和
台
に
住
ん
で
20
年
、
こ
の
度
２

度
目
の
総
務
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
務
部
は
他
の
部
と
違
っ
て
表
立
っ

た
活
動
は
な
く
、
自
治
会
が
円
滑
に
回

る
よ
う
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
存
在
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
中
止
続
き
だ
っ
た
様
々
な

行
事
が
今
年
こ
そ
行
わ
れ
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部

河
合

泰
教

こ
の
度
広
報
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

緑
豊
か
な
清
和
台
に
住
ん
で
24
年
、

一
度
は
地
域
活
動
に
貢
献
し
た
い
と
常
々

思
っ
て
い
ま
し
た
。
広
報
活
動
は
初
体

験
で
、
今
迄
漠
然
と
読
み
流
し
て
い
た

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
が
こ
ん
な

に
も
幅
広
く
多
く
の
方
々
が
携
わ
っ
て

い
た
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
私
か
ら
身
勝
手
な
お
願
い
と
は
存
じ

ま
す
が
、
是
非
「
に
ゅ
～
す
」
の
隅
々

に
ま
で
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
地
域
情
報
が
一
杯
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
み
ん
な
で
こ
の
愛
す

べ
き
清
和
台
を
よ
り
明
る
く
楽
し
い
街

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環
境
部

合
田

雅
志

今
年
度
、
環
境
部
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

清
和
台
に
住
み
10
年
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
自
治
会
の
行
事
で
は
、
春
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
参
加
し
た
く

ら
い
で
、
自
治
会
の
こ
と
は
全
く
分
か
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
・
保
健
部

山
本

淳
子

清
和
台
の
37
回
目
の
満
開
の
桜
を
、

ま
た
愉
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
「
黒
川
の
桜
の
森
」

の
春
を
35
年
来
の
友
と
堪
能
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

大
切
な
友
人
達
、
知
り
合
い
の
住
む

こ
の
町
に
す
こ
し
は
お
役
に
立
て
る
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。文

教
部

水
本

満
里

今
年
度
、
文
教
部
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
の
行
事
は
す
べ
て
中
止
と
な

り
、
今
年
度
の
行
事
も
不
確
定
で
す
が
、

笑
顔
で
集
え
る
日
常
が
戻
る
こ
と
を
信

じ
、
文
教
部
の
新
メ
ン
バ
ー
の
方
々
と

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。体

育
部

出
口

薫

今
年
度
、
体
育
部
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

体
育
部
の
年
間
行
事
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
行
事
が
２
年
越
し
の
開
催
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
も
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
始
め
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
・
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
コ
ロ
ナ
疲
れ
や
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
解
消
ま
た
は
息
抜
き
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
行
事
が
役
立
つ
よ
う
部
員
６

名
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

な
お
、
諸
先
輩
方
に
は
引
き
続
き
ご

指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

安
全
部

臼
杵

和
代

今
年
度
、
安
全
部
長
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
く
こ
の
地
で
安
全
に
快
適
に
暮
ら

せ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
意
識
で
き
ま

し
た
。

何
分
、
不
慣
れ
な
こ
と
で
、
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
で
き
る
限
り
努
力
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
館
運
営
部

出
口

勉

私
に
と
っ
て
会
館
と
は
会
合
や
行
事

に
使
用
す
る
集
会
所
の
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
。
こ
の
度
会
館
運
営
を
担
当
し
て
、

そ
れ
以
外
に
サ
ー
ク
ル
・
教
室
な
ど
で

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（３） せいわだいにゅ～す 令和４年５月１５日

新

部

長

所

感



シルバーフォークダンス　フォーク 毎週水曜日 杉田 フジエ

花華の会 ダンス 13時～15時 072-799-3445

 コロナ禍で家に居ることが多く心身共に砕けそうですが・・・

 少し頑張って、又楽しくステップを踏みたいものです。現在17名

 活動中です。若い人たちに少しでも負けない気持ちで。

 皆々様方をお待ちしています。一度、是非暖かくなりましたら

 見学にいらして下さい。とても楽しい会ですよ。

 わからないことがありましたらお電話ください。

 参加者　募集中です。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

多
数
の
人
が
日
常
的
に
利
用
す
る
施

設
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
丁
寧
に
維
持
管
理
さ
れ

て
い
た
建
物
も
築
60
年
を
経
て
、
古

さ
や
傷
み
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
今
後
も
利
用
者
が
安
全
快
適

に
使
用
で
で
き
る
施
設
管
理
を
し
て
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
た
利
用
者

が
回
復
す
る
よ
う
な
会
館
運
営
を
目

指
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

講
習
会

い
つ
も
青
色
パ
ト
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
年
も
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

日

時

６
月
19
日
（
日
）

14
時
～
15
時
30
分

場

所

第
４
自
治
会
館

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
は
、
３
年
毎

の
更
新
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
、
是
非
ご
参
加
い

た
だ
き
、
一
緒
に
青
パ
ト
乗
車
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

せいわだいにゅ～す 令和４年５月１５日（４）

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

５
月
25
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

」

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
ー
バ
テ
ィ
、
ス
イ
ー
ツ
付

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

あ
り
ま
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

６
月
８
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
3
自
治
会
館

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
（
予
定
）

参
加
費

不
要

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

福
祉
講
座

「
護
身
技
法
健
康
体
操
」
体
験

日

時

①
６
月
８
日
（
水
）

②
６
月
22
日
（
水
）

11
時
～
12
時

場

所

第
１
自
治
会
館

講

師

丸
野

俊
一

内

容

「
よ
ろ
け
な
い
身
体
作
り
」

「
心
身
の
若
返
り
」
他

定

員

20
名

先
着
順

申

込

く
ら
し
の
相
談
窓
口

「
こ
こ
ろ
」
ま
で

参
加
費

不
要

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
物
持
参

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

６
月
９
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容

フ
ル
ー
ト
演
奏

飲
物
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

６
月
19
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

参
加
費

１
０
０
円

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

あ
り
ま
す

全
て
の
行
事
に
は
マ
ス
ク
着
用
、

緊
急
事
態
宣
言
時
は
中
止
し
ま
す

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

２
月

中
村

典
子

東
４

会館だより 追加分



清
和
台
小
学
校

校
長

福
竹

優
子

今
年
度
、
清
和

台
小
学
校
校
長
を

拝
命
し
ま
し
た
。

清
和
台
地
区
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
素

直
な
様
子
に
触
れ
、
日
々
幸
せ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
朝
、
東
池
公
園
で

立
ち
番
を
し
て
い
る
と
「
校
長
先
生

変
わ
ら
れ
た
ん
で
す
ね
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
地
域

の
方
々
の
学
校
へ
の
温
か
い
思
い
を

実
感
し
ま
す
。

創
立
か
ら
53
年
と
い
う
歴
史
の
重

み
を
感
じ
つ
つ
、
小
規
模
校
な
ら
で

は
の
細
や
か
で
温
か
い
学
校
経
営
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清
和
台
南
小
学
校

校
長

坪
田

城
達

じ
ょ
う
た
つ

４
月
１
日
付
で

教
頭
か
ら
校
長
に

昇
任
し
ま
し
た
。

昨
年
度
１
年
間

こ
の
清
和
台
地
区
で
お
世
話
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
明
る
さ
、
素
直
さ
、

保
護
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
地
域

の
あ
た
た
か
い
見
守
り
に
よ
っ
て
、

本
校
は
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
と

て
も
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
、
校
長
と
し
て
学
校
教
育

目
標
で
あ
る
、
「
自
ら
学
び
、
心
豊

か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
を

育
て
る
」
た
め
に
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
協
働
し
て
学
校
運
営
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

支
援
・
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清
和
台
中
学
校

教
頭

川
名

達
朗

４
月
か
ら
清
和

台
中
学
校
に
教
頭

と
し
て
赴
任
し
て

き
ま
し
た
川
名
達
朗
と
申
し
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
猪
名
川
町
に
努
め

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
川
西
市
は
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

周
り
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
を
毎
日
感

じ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
い
き
い
き
と
過
ご
せ

る
学
校
づ
く
り
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

清
和
台
南
小
学
校

教
頭

山
口

紀
子

こ
の
度
、
川

西
小
学
校
よ
り

異
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

自
宅
・
親
類
宅
が
近
く
、
幼
き
時

よ
り
よ
く
遊
び
に
来
て
い
た
懐
か
し

い
清
和
台
南
小
学
校
で
、
初
め
て
教

頭
と
し
て
赴
任
で
き
た
こ
と
に
不
思

議
な
ご
縁
を
感
じ
ま
す
。

坪
田
校
長
の
も
と
、
清
和
台
南
小

学
校
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
安

心
で
き
る
安
全
な
学
校
」
で
あ
る
よ

う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の
方
々
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川
西
養
護
学
校

教
頭

前
田

達
哉

こ
の
度
、
川
西

養
護
学
校
に
赴
任

し
ま
し
た
。

学
校
で
の
仕
事

に
慣
れ
、
業
務
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
７
年
に
清
和
台
中
学
校
に
新

任
教
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
若
い

私
を
地
域
が
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、
教
師
と
し
て
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
全
力
を
尽
く
し
て
教
育
指

導
、
学
校
づ
く
り
に
精
進
い
た
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ま
、
よ
り
一
層
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（５） せいわだいにゅ～す 令和４年５月１５日

六

赤
松
小
学
校

新
任
ご
挨
拶



せいわだいにゅ～す 令和４年５月１５日（６）

前号で胃食道逆流症の予防と治療のお話

とお知らせしましたが、次号にします。

最近、当院通院中の方から自分の周囲の

方の多くは降圧薬を朝食後に服用している

のに、なぜ私は就寝前なのですかと尋ねら

れ、驚いたので、この話をさせていただき

ます。

最近、ヨーロッパで、降圧薬を就寝直前

に服用すると朝食後に服用した場合に比し、

「死亡のリスクを45％、そのうち心筋梗塞

や脳卒中などの心血管病による死亡のリス

クを56％、虚血性脳卒中（脳梗塞）と脳出

血のリスクをそれぞれ46％、71％低下させ

た」と報告されました。

一部の降圧薬は服用後に尿量が増えるた

め、眠前内服は困難ですが、この報告のよ

うに多くの降圧薬は就寝前に内服すると死

亡率が激減するのです。その理由は、早朝

高血圧とそれに伴い引き起こされる、脳心

血管疾患です。以外とご存じない方が多い

のですが、降圧薬の多くは内服後約２時間

で最大の効果を発揮し、その後、効果は減

少し、薬によっては半日で効果がなくなり

ます。

もし、７時に起床し、８時に食事を摂り、

８時30分にこの種の降圧薬を服用すると、

10時30分に血圧は下がりますが、半日後の

22時30分からは降圧効果はなくなるため、

翌日の起床後から降圧薬内服し、多少効果

が出てくる１時間後の９時30分ごろまでは

血圧が高いままになります。そのため、７

時の起床後から３時間近くは高血圧が続き、

脳心血管疾患を惹起してしまいます。

職場高血圧の方が就寝前に降圧薬を内服

する必要はありませんが、少なくとも早朝

高血圧の方は就寝前に降圧薬を服用した方

がよい場合が多いことを知っておいてくだ

さい。多くの方にとって降圧薬の朝食後の

内服は時代遅れです。

次回は胃食道逆流症の予防と治療のお話

です。
杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（80）

私
は
昭
和
16
年
７
月
、
大
阪
市
に

て
生
ま
れ
ま
し
た
。

第
１
の
ふ
る
さ
と
は
大
阪
市
で
す

が
、
５
ヵ
月
後
の
12
月
、
真
珠
湾
攻

撃
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
突
入
、
父
は

ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
出
兵
、

母
と
６
歳
上
の
兄
、
３
人
は
大
阪
に

い
ま
し
た
が
、
空
襲
が
あ
り
、
危
険

を
感
じ
た
母
は
実
家
で
あ
る
滋
賀
県

甲
南
市
深
川
に
疎
開
、
私
は
７
歳
迄

過
ご
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
が
第
２
の
ふ
る
さ
と
と
な

り
ま
す
。
甲
南
市
深
川
は
戦
争
な
ど

感
じ
な
い
の
ど
か
な
町
で
、
兄
と
川

で
泳
い
だ
り
、
土
手
の
桜
並
木
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
摘
ん
で
食
べ
た
り
、
森

に
入
り
、
カ
ブ
ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
を

捕
ま
え
て
相
撲
を
と
ら
せ
て
遊
ぶ
、

自
然
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

終
戦
後
父
は
無
事
で
大
阪
で
単
身

赴
任
し
て
い
ま
し
た
が
、
住
居
が
決

ま
り
私
た
ち
を
迎
え
に
き
て
く
れ
ま

し
た
。

昭
和
54
年
、
縁
が
あ
り
ま
し
て
第

３
の
ふ
る
さ
と
、
恐
ら
く
最
後
の
ふ

る
さ
と
に
な
る
と
お
も
い
ま
す
が
川

西
市
清
和
台
に
て
家
族
と
共
に
充
実

し
て
楽
し
い
老
後
生
活
を
送
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。東

２

東

功

おかげ様で今年も公開ができ６年になります。４月15日～22日迄で800

人の方が来られ、観賞していただきました。天気にも恵まれ、花の咲き

具合も良く、新緑も相まって、清和台の中にこんな場所があるなんて、

と驚かれた方もおられました。

今年は、昨年完成した虫生川沿いを通るルートで一方通行にしました。

その道も川のせせらぎが聞けると大変好評でした。

日曜体験会を毎月（１月と８月除く）第２日曜日 ９時半～12時迄開

催しますので、是非おいでください。

私

の

故

郷

シロバナウンゼンツツジの公開を終えて

虫生川周辺の自然を守る会

滋
賀
県
甲
南
市


